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新耐震構造計算システムーSTAR－   

NewAnalysisMethodforAseismaticStructure  

内藤 三郎－  
Saburo Naito  

要  約  

建築設計部では．建物の企画設計から詳細設計まで適用できる建築構造計算システムを  

開発し，現在，運用に至っている。このシステムは，RC遣．SRC造，S造あるいはこれら  

の部材による複合建物の構造計算と娼体数量を求める機能を有しており，30件はどの建物  

設計に使用した結果，適用範囲，処理速度．計算精度および利用のし易さなど十分満足でき  

る水準であった。また，新耐震設計法による作業量の大巾な増大にもかかわらず，構造計算  

に要する時間は従来のシステムより減少した。   

なお，このシステムは，醐日本建築センターの評定を完了し，構造計算プログラムとLて  

適切であると認められている。  

日  次  

§1．はじめに  

§2．システムの概要  

§3．システムの適用範囲  

§4．計算方法  

§5．チェックシステム  

§6．おわりに  

§1．はじめに   

建築設計部では，昭和42年，当社技術計算の先駆けと  

して，当時の建築基準法に準拠した構造計算プログラム  

を開発し，以来，構造設計に使用してきた。この間，計  

算機のレベルアップに伴うプログラムの変換，計算規準  

等の改正による内容変更，チェック機能の強化通用範  

囲の拡大および図化機能の追加などの作業を，随時行  

なってきたが，昭和55年7月，建築基準法の改定が行わ  

れ，新耐震設計法が適用された。   

この新耐震設計法は，実に半世紀余りにわたり構造技  

術者になれ親しまれてきた設計法の全面的な改定であり，  

次の規定が斬らしく追加・編入された。  

（1）二次設計の導入   

従来の許容応力度設舌†法（一次設計）に加え，より   

大きな地臥力に対する建物の耐震性塵漕確保する目   

的で二次設計という設計手法が義務づけられた。  

（2）震度法から層せん断力係数法へ   

外力分布の定め方が，震度を基準とする方法から，   

層せん断力係数を基準とする方法に変更された。  

（3）建物の高さにより異なる設計法の導入   

建物の高さを4種矧二分類し，それぞれ異なる設計   

法が必要になった。  

（4）雑壁等の考慮   

従来の模造設計では無視するか，あるいは適当な工   

学的判断で処理しでいた，たれ壁，腰壁，そで壁．横   

面外の壁等を，設計時にあるがままに評価することが   

要求されることになった。  

（5）層間変形角，剛性率，偏心率の計算   

変形のチェック及び建物の平面的・立面的バランス   

のチェックが義務づけられた。  

（6）保有水平耐力の計算   

建物の形状と材料強度により求まる各階の保有水平   

耐力が，必要保有水平耐力を上廻ることの確認を義務   

づけられた。   

Fig．1に構造計算のフローの新旧比較を，また，Fig．2  

にSTARシステムにおける計算ルート・フローを示す。   

従来，当社で開発した建築構造計算プログラムは，少  

ない容量の計算様にて短時間に計算できる利点があった  

が，一貫計算処理方式のため，計算途中での設計者の判  

断が入らずに画一的な計算となり易く，質の高い設計が  

できにくいという問題点があった。   

そこで；新耐震設計法の施行にあわせ，また，今後の発   ●建築設計部構造課係長  
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Fig．1構造計算のフロー新旧比較  
ComparisonbetweenneWandolddesign criteria  

ORC，SRC造  

鴇 物  

高 さ  
設計者による 計 算  
ルートの適訳 ルート  
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＝（20AW＋20AC  
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什暮ルート の判別  断面計算  

E≡三ヨ帆u■主の朋外です・  

LR9ヱ■ 計算ルートフロー  

Analysis flow chart 
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ロセスデータとしてファイル出力をする。また，この過  

程において致命的なエラーが発生した場合は，プロセス  

データを作成しない・ようなシステムになっているので，  

後続のパッケージプログラムは起動されない。このプロ  

セスデータが以降のパッケージであるSTARll  

－STAR81までのデータとなり，また各パッケージで  

得られた計算結果は同じくプロセスデータとして保存さ  

れ，以後の処理で利用される。従って，システム全体と  

しての一貫性は保たれている。   

なお，設計者が追加・修正できるデータファイルとし  

ては，プロジェクトデータ及び断面リストに限られ，プ  

ロセスデータについては変更できないので，一貫処理と  

端末機を使用した分割型処理とでは，同じ結果が得られ  

る。   

まじ分割型処理は，各パッケージの間で，設計者の  

判断によるデータの追加・修正及び処理の続行・中断な  

どが可能である。   

従って，システム内で用意されている各部材の岡雌評  

価の調整，基跨浮き上り時の調整及び基礎バネ適正値の  

設定，塔屋を2個以上有する建物等の処理，直交方向大  

梁にて支持される架構の処理並びに建物形状データでの  

把握が難かしい架構外の壁などの検討に，効果的に利用   

されている。  

§3．適用範囲   

3－1建物の形状   

適用できる建物形状としては次の条件がある。①全て  

の大染・柱はⅩ及びY方向架構面内にあり，同一方向の  

架構は交叉しないこと。②全ての大染は水平であり，大  

染・柱共に中間で曲らないこと。   

③各階で剛床の仮定が成立すること。  

である。   

計算可能な建物の概念図をFig．4に示す。   

3－2 建物規模の制限   

①2≦（N‰NY，NZ）≦（94，19，亜）   

②4≦（NX＋NY   ）≦（96）   

③8≦（NX・NY・NZ）≦（2000）   

但し，NX：Ⅹ方向最大架構数  

NY：Y方向最大架構数  

NZ：最大層数   

3－3 使用材料   

くコンクリート〉   

種類：普通・軽量コンクリートともFC180－FC270。   

区分：床上端より上階床上端までを同一種頸とし，各  

階単位に指定する。（Fig．5）   

展性を考慮した結見表記システムーSTAR（塾ruc・  

turalcalculationsystembyArchitect）－を開発し  

た。   

以降にSTARシステムの概略説明をする。  

§2．システムの概要   

STARシステムは，「般的なRC造，SRC造，S造  

あるいはこれらの部材による複合建物の構造計算（デー  

タチェック，架構のモデル化．荷重計象 応力計算，断  

面計算，応力図などの出図および保有水平耐力の計算）  

を，設計者の判断を適宜加えながら行うシステムである。   

当プログラムの主な特徴を以下に掲げる。  

（1）建物のモデル化は，構造・規模・形状・地盤条件な   

どに応じて選択できる。  

（2）入力データとしての建物形状表現は，設計図に類似   

している。  

（3）各計算に必要なデータは，計算機内でできるだけ加   

工して使用する。  

（4）出力結果の確認は容易であり，構造計算書の一部と   

してそのまま使える。   

なお，当システムは，西松建設株式会社の建築構造設  

計関係者用に開発されたプライベートプログラムである。  

・プログラム名：STAR  

・作成者及び所有者：西松建設（株）  

・使用言語：ALGOL，FORTRAN   

このシステムの主な用途をTab】elに掲げる。  

Tablel STARシステムの主な用途  

CharacteristicsofSTARsystem  

建築物の構造種別  
RC  SRC  S   穫   合   構   造  

構通計す  RC・SRC  RC・S  S・SRC  RC・SRC・S   

応  力  計 算  ⊂〉  ○  ○  ○   ⊂）   〇   （⊃   

断 面 計 算  ○  （⊃  ○  ○   ○  ○   （⊃   

本道踵葉物等に該当 十ることの証明  ○  ○  ○   ○   
（⊃   〇   C   

層閉変形角．偏心事．   0  ○  0   
剛性率  

○   ⊂）   ○   〇   

2－1 システムの概略フロー   

当システムの概略フローをFig．3に掲げる。  

2－2 利用形態   

システムの利用は，設計者により所定のデータシート  

に記入されたデータを，カード化 あるいは端末機より  

直接人力することから始まる。作成されたデータの処理  

は，STAROlを必ず作動させ，その結果としてのエラー  

メッセージに従い，プロジェクトデータを繰返し修正す  

る。これで大部分のエラーはなくなり，最終の結果はプ   
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Rg．3 STARシステムの概略フロー  
MainflowchartofSTARsystem  

一丁ィ」   
15●以下  

1  

ー■   

a．斜めの架構（飢≦15●）  
b．社数ス′マン璧．梁   

（遵横7スパン這）  

亡．複数ス′†ン凍組 l．架構内の経堂・雑荷重   
（遵績7スパン道）m．染上の権堂・雑荷重  

d．複雑な床組  n．傾斜柱（β2≦30●）  
e．部分的な床抜け  0．片持梁  
f．片持床組・片荷床 p．吹抜け拉  
g．出隅部分床  q．下に柱のない拉  
h．格子小娘  r．基礎スラブ  
i．架構外の壁・重量 s．独立基礎  
j．耐東壁  （杭打基礎・直積基礎）  

k．中折れ無精  t．地下璧  
Y1 Y2 Y3 YI Y5 

2愕平面凹  Ⅹ3通り断面  

日9．小欄慣可能な建物の概念図   
一億Buildingstowhichthissystemmaybeadapted  

l▲9   
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RC：コンクリートの断面形状は，矩形の一定断面  

とし，指定した配筋形式により配筋する。  

SRC：コンクリートの断面形状及び配筋は，RCに  

同株であり，鉄骨断面を指定する。  

S ：SRCと同様に，鉄骨断面を指定する。  

珠D   

RC，SRC Sとも梁に準する。  

く床〉   

DL＝床版厚・単位体積重量・仕上払   

LL＝（床用・小梁用・架構用・地震用）横転荷象  

TL＝DL＋LLで表現し，荷重として扱う。  

匡召   
二方向床（RC床）  

E］ロ］一方向床（ALC版等）  

Fig．7 床の荷重計算モデル  

Loadingconditionimposedonfloorslab   

く壁〉   

耐震壁：RC壁厚・単位体積重量・仕上材・剛性評価率・  

開口で表現し，重量計艶聞口周比の検討およ  

び剛性低減に開口を考慮する。  

なお，応力計算におけるモデルをFig．8に示  

す。  

上階 「   
同一コンクリート  

＿⊥   

下階  

Fig．5 計算におけるコンクリートの区分  
Classibicationofconcreteplacing  

く鉄筋〉  

種類：SR24，SD30，SD35，SD40。  

径：9¢－32¢，DlO－D38。  

く鉄骨〉  

種類：SS41，STK41，STKR41，SM50，STK50，  

STKR5叱  

責材：鋼材断面性能表に登録された材料を使用する。  

く杭・地盤〉  

杭：既成コンクリート杭，銅坑場所打コンクリー  

ト杭  

地盤：地耐力  

ユー4 部材の構造形式  

構造形式は，Table2に示す。  

Tsble2 部材の構造形式  

Application system of structure 
梁   柱  床  耐震壁  ブレース  基確  雑壁   

RC  ○ ′  ○  ○  ○  △  ○  △   
SRC  ○  ○  △  

S   ○  〔 ）  △  

璧の半分を見込む   

桂と耐震壁を一体とすろ   

耐震壁のみをブレース置換する  

云  
匡…  

○：扱える  

△：扱えるが断面計算はしない  

－：扱えない   

3－5 部材の形式と断面形状   

く配筋形式〉   

染・柱各々につき．RC，SRC用に指定する。（Fig．6）  

m。みを逆H云デルに置換†る  
Fig．8 応力計算における耐震壁のモデル  
Modelof shearwall  

」
罠
‥
一
一
叛
 
 

畔
H
 
苧
こ
】
一
ほ
 
 

雑壁：表現は耐真壁と同様であり，開口部周囲のた  

れ壁，膜壁，そで壁は大梁・柱の剛性および剛  

域として考慮する。  

くブレース〉  

形状・鉄骨断面で表現する。  

応力計算におけるモデルをFig．9に示す。  

亘壬 工≡工 歪亘   

Fig．9 応力計算におけるブレースのモデル  

Modelofbrace  

．
…
買
 
」
苛
 
 
 Fig．6 梁・柱の配筋形式  

Bararrangementofbeamandcolumn   

く鉄骨断面〉  

鉄骨タイプ形状で，単軌Ⅰ形式組立軋十形式組立材  

を指定する。  

く梁〉   
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杭碁敵地耐力基礎を扱う。   

応力計算におけるモデルはピン，固定およぴバネとし  

て扱う。  

く粗   

床・小染・小染位置・梁作用力で表現し，普通小魚  

格子小梁などFig．10に示すような形状が扱えろ。  

く基畦〉  26以下  

く床組〉  125以下  

く作用荷重〉  1000以下  

3一丁 荷王の種類と組合せ  

荷重の種顆およぴその組合せをTable3に示す。  

TabJe3 荷重の種類と組合せ  
Categoryandcombinationofloads  第2レベルXl  

第4レベルⅩ1  

［
用
 
 

1
．
■
■
■
一
し
 
 
 

八
∨
 
 し
 
 

「
－
－
－
」
 
 
 

■
 
 
 
－
な
 
 

二  
＋  

項  目   内  容   

国宝荷重 G  架精白重及び雑荷重   

横載荷重 P  床用・小梁用・架橋用・地震用   

地震荷重 K  基準法によるせん断力係数又は指定係数   

積雪荷重 S   

特殊作用力として扱う  風荷重 W   

土庄等 D   

移 動 荷 重  特殊作用力として扱う   

上記荷重による応力計算結果の組合せ  

（1）組合せの指定がない場合  

長期応力 G十P  

組 合 せ  短期応力 G十P±n・K  
nは特記指定の値  

（2）組合せの指定がある場合  

〔上記（1）の組合せ〕十〔組合せ指定値〕  

鋸
 
敵
 
 

意
 
 

第1レベルYl 第3レベルY1   

9段階逼の重ね合せができる   

′ト梁鑑数は18本以内   

』♯  
格子′ト染 Ⅹ・Y方向共各々  

5本以内  

こ屋♯   
複数スパンペイ  

Fig．10 床組の形状  

Typeoffloorsystem  

3－8 各種丑の取扱い  

新耐震設計法において，重要な項目である壁の取扱い  

方をTab）e4，Table5に示す。当システムでは，壁を  

横面内の壁と構面外の壁に分け，横面内の壁をさらに耐  

震壁，たれ壁，膜壁，そで壁およびその他の壁に分類し  

て処理する。  

Table4 STARシステムにおける壁の取扱い方  

Applicationsystemofwall  

3－6 要素数の制限  

く染（大染＋小染）〉   99以下  

他  99以下  

く床荷重〉  99以下  

く壁〉くブレース〉   各99以下  

く壁開口〉  99以下  

面 外守   

A▼：計事すも方向に放けた耐力tの水平断面積  
AJ：■l力量以外のtのホヤ書面繍  
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Tab（e5 STARシステム（：おける壁の取扱い方  

Applicationsystemofwall  

横 面 内 の 壁  
構 面 外 の 壁  

耐 震 壁（t≧12cm）   腰壁・たれ壁・そで璧   

（床組より求める壁）   

壁  

の  

認  
同  左  

叫bLド  識  
切 1‡  

○入力データにより認識  

（床組より求めろ壁）  

荷  

重  
同  左  

計  
佃  

算   ．皿」 「  

応  
【  
■   次  

計  
亡 

算   

ーーー・・十■・・・・・・・・－・ ＼⊥l  

設  

Omax（√抑且0／且）＞0．4  ○柱・梁の剛性修正可  
は警告   ○剛横長の修正可  

計  

断  
」  

l  

面  

計  

算   一■－  

○開口低王威率  

min（1一息0／且．1－∨仰  ○柱・梁断面算定位置   

○適用範囲√忘官 

（床組より求める璧）  

壁  

量  

■ 

の  

次  

L⊥」 l主  「十 h   ■＝  スリット ．（t＞D／‘且 l＞10t■I 国山  
設  のそで壁。但し，25AWは   

t≧12cTn．18AWはt≧15cTn  

AW■：（t＞10囁かつ且≧100em  
計  ットで分離Lたそで壁   且つh≧180cm）  

0偏心率，剛性率，層間変形角に考慮  ○（t＞D／6かつt＞10亡m）は，偏心率，  （稚壁）  

そ   
の  

剛性率，層間変形角に考慮する。  ○外部階段等で評価する壁は，偏心率，  

他  
剛性率，層間変形角に考慮する。  
但し，その評価は構造計算書に記す。   
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用いた暗算法により，各階の保有水平耐力の計算を行う。  

この計算は，一次設計による断面計算結果の部材リスト  

を修正して利用する・方法と，新規に部材リストを作成し  

て利用する方法がある。   

なお，必要保有水平耐力計算に必要な構造特性係数  

Dsも合わせて計算する。  

§5．チェックシステム   

当システムには，①入力データチェック，及掲各計  

算実行時のチェック棟能があり，（訣喜）それぞれにつき，  

エラーあるいは警告の2段階のメッセージを出力する。  

①．人力データチェック：   

人力データについて，1行ごとのフォーマット，妥当  

性，データ間の論哩チェックを行う。  

（∋．計算実行時のチェック：   

プログラムの実行中に行うチェックをメッセージ出力  

する。   

Tableモ＝：計算実行時の警告メッセージを示す。  

Tab厄8 計算実行時の警告メッセージ  

WarnlngmeSSage  

スター システム ケイコタ ヒヲウ  

§ヰ．計算方法  

ヰー1地襲力  

く地上部分〉建集基準法施行令第88条第1項による。  

く地下部分〉建築基準法施行令第88条第4項による。  

く塔 屋〉局部水平震度（1G）をとる。  

く二次設計〉Co＝1．0で求める水平作用力をとる。  

ヰー2 応力計算   

全ての架構は．X・Y方向別に平面架構とし，曲げ・  

せん断・軸方向変形および剛域を考慮した変位法で扱い，  

同性マトリックスの解法はウェブフロント法による。ま  

じ告示による構造計算のルート表を作成する。（Table  

6参照）  

Table6 構造計算のルート表  

Routechartofstructuralanalysis  

ケイサン ルート ハンベツ ヒョウ  

ルート  ケイサン  

ハンべツ コウモク  
2  ケッカ  

ロ  

タカサ   ＜＝20M   〇   11．OM   

タカサ   く＝31M  ○  つ〇  11．OM   

タカサ   ＜＝60M   ′「 」ノ  

A25  ＞＝1．0  ×  0．38   

A25  ＞＝0．75  X  0．38   

A柑  ＞＝10  ×  0．98   

へンケイカクく＝l／200  〇  

ゴウセイリツ＞＝8．60  〇  ⊃  C  0．79   

へンシンリツ＜コ0，15  ○  〇  C戸  0．00   

ジンセイ ノ ウクホ  ○   

テキヨウ ノ オヒ   X  ×  ×  ○  つ   

コウ′サ ケイサン ノ ルート  ○  

キケウ   プログラム ノイ   エラー  スウ  ケイコタ スウ   

A  チータ  チェツタ   （STAR01）  8   

8  カコウ   ノ  モデルゎ    くSTARll）  0   ひ   
C  カジュウ  ナイサン   （5TI‖121）  0   0   

D  オウリブタ    ナイサン   ISTAR3）  8   0   

E  オウリョク    ヒョウ  （STARIA  0   0   

F  ハリ   タンノン   ナイサン（STAR12）  0   0   

G  ハシラ  タンノン   ケイサン（STAR伯）  0   8   

H  キソ  ノ  ナイサン（STF㈱）  

タイシンへキ   ノ  ナイサン（STK伽）  

ユカ  ノ  ナイサン（STSl叫）  

K  タイ丁ツバン   ノ  ナイサン（STT100）  

L  チオへキ  ′  ナイサン（STW㈱）  

M  オウリきタ ズ  （STA那1）  

N  ホユウ スイへイ タイリヲク  （STARTII  

0  テ・ソキン スウリヨウ 〝イサン （STAR81J  ？†   

0   2   

A25＝（25AW十7AC＋7AW．）／Z．W．＾Ⅰ （RC）   

＝（25AW＋10AC＋7AWT）／Z．W．AI （SRC）  

A18＝（18AW＋18AC）／Z．W．AI  （RC）  

＝（20AW＋20AC）／Z．W．Al  （SRC）  

4－3 断面計井   

本システムで扱う部材断面設計の範囲をTabIe7に  

示す。  

Table7 部材断面設計の範囲  

Category of sectional force 

サー ジブコウ シテ ィナイ ブbプラム  

＜＝三 ジッコウ シタ プログラム  

§8．おわりに   

新耐震設計法の施行（昭和56年6月）にあわせて開発・  

実用化を行った本システムの有用性は，今までの運用に  

より，十分に実証された。一方，現実の建物形状は多種・  

多様化しでおり，これらの複雑な形状をさらに取入れた  

システムヘのレベルアップや，各種基規準の改定による  
■●●●●●●●  

プログラムの修正に対しでも，今回，STARシステム  
●●●●■●●●●  

を自社で開発し得たことは，今後のプログラム開発・運  

用にとって，計り知れないはど大きな意義がある。   

STAR説明用資料をTabJe9に示す。  
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大染  柱  耐震壁  碁噂  床  耐圧璧   

RC造  ○  ○  ○  ○  ○  ○   
SRC造  ○  ○   ×   ×   X   ×   

S道  ○  ○   ×   ×   ×   ×  

なお，断面計算する基嘩の形式は直接基礎，杭基礎と  

する。  

4－4 保有水平耐力計井   

フレームは，一次設計により得られた応力の比による  

節点振り分け法を，また，耐真壁は，仮想仕事の原理を  
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Table9 STARシステム説明用資料  

ReferencestoSTARsystem  

（1）システム泉要吉   システムの目的・処埠の流れ・運用・適悶範眉・計算方  
法・人力と出力等をまとめた資料   

（2〉 システムの雷一武   JOBの構成．ファイル構成．プ虻グラムの構成・管理．  
債桐機器等をまとめた資料   

（3）仮違条作と計算環詣  毯物影状の認裏方法と各パッケージにおけろ仮玉条件及  

び計算環貧等を圭とめ／二資料   

（4）適用範弼チエッグリスト  連用範囲の確認と，範囲外の場合の対処方法等を一覧表  
にて示し．誤まっ†ご利用を防ぐぁの資料   

（5）エラーチェックー覧  人力データのエラー及び各パッケージでのエラーをまヒ  

めた資料   

く6）人力データ作成法  データシートー覧．データ作成上の注意事項等を記入し  
たデータシート   

け）人力データ作成例  RC．SRC．S通達神岡データを作成し．説明を加えた資料   

18）出力措果の見方と出力例  出力記号一覧及び上記例蟻出力結果に呈！び月を加えた資料   

r9）比便計羊例   RC．SRC．S遺蓬物につき．手計＃と比較しじ資料   

胴l博通計冨斤岡   出力結果に手書きの項目富加えて構造計算書によとめた例   

（11）鋼材断面性能表   システムで使用される鋼材断面性能及び新たに追加作成  
を行う場合の方法等を記した資料   

皿lシ1テム利周マニュアル  システムを利用丁るに際して．注意十べき事項，およぴ，  
適用範囲外の事項などを1とめたず科  

なお，当STARシステムは昭和57年10月4日付けで，  

㈲日本建築センタープログラム評定委員会に評定申込み  

をし，昭和58年1月31日付けで評定が完了した。   

評定に際して御指導項いた九州大学の牧野稔教授並び  

に明治大学の洪忠薫軟投に，この紙面をかりて改めて御  

礼申し上げる次第です。  
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●仕毛 エネルギー   

J（ジュール）   

W・S（ワット秒）   

；W・hも使岡できますが，KW  

札 Kw，等は間違いです。  

；1k虞・mは9．肛1W・hは  

メートル系単位とヤード・ポンド系単位の国際的続－  

を目的として・国際単位系－SI（Syst占mehternati＆  

nald’Unit占s）が採用され国内でも順次，実施されてい  

ます。ここでは，私達建設按肝者がよく使う単位につい  

て説明します。  

く空間及び時間〉  

●長さ，距離等  

3，600Jです。  

く表書己法について〉   

これまで述べた，m，kg，S，N，Pa，J，W等を基  

本として，SI単位の10の整数乗倍を表わすために次の  

接頭語を用います。  

10‾12 ピコ   p  

lO‾9  ナノ  n  

m  ；m叫 C叫 kmのように使います。  

KM．Xm等は間違いです。  

；m㌔，血2，hP，m㌔，etれ3，bヂ  

のように使い，Jも併用でき   

ます。  

；C扉s．m〟s，l叫／sとして使い，  

m／h，m／min も可ですが，  

m／H，m3／H等は表記の間違  

いです。  

●両税体積等   

m2ナ m3  

10‾6  マイクロ  

10‾3  ミリ  

10‾2  センチ  

10‾1 デシ  

10  デカ  

102  ヘクト  

103  キロ  

106  メガ  

109  ギガ  

〃
 
m
 
C
 
d
 
d
a
 
h
 
k
 
M
 
G
 
 

●速度   

m／s  

く力学〉  

●質量   

kg  

●密度等   

k＆／′m3  

く表記の間違いの例〉  

●m／s／s／  

●kg・m／s3／K  

→m／s2とする。  

→kg・m・S‾3・K‾1とする   

かkg・m／（S3・K）又は   

（kg・m）／（s3・K）とす  

る。  

→kgには接頭語をつけな   

いのでmg，Mgとする。  

→分母には接頭語を使わ  

；g，tも併用できます。  

；t／m3．転化きい も併用でき  

ます。  

Y
n
Y
へ
V
八
V
八
〕
l
へ
V
l
ハ
 
 
 

●〟kg，址g  

●mg／Ⅷ3，k＆／dm3  

N（ニュートン）  ；1kgf（1kgではありません）  

は，9．8Nです。1，000N以上  

はk（キロ）を使い，例えば  

350k威＝350×9．8N＝3．43  

kN（キロニュートン）となり  

ます。  

ない方がよい。それぞ  

れ釘J，M釘m3とする。  

●N／血2，kN／dm2．kN／皿㌔等→使わない。kN／m2  

（kPa），MN／m2  

（MPa），GN／m2  

（GPa）等を使う。  

●モーメント  

N・m   

（ニュートンメートル）  

●庄九 応力   

Pa（パスかり   

N／′m2  

；350kさ・m は上の計算から  

3．43kN・mとなります。  

；1k威／c㌔は  

9．8×104pa（＝98kPa）です。  

M（メガ．106）を用いると都  

合がよく，1k或／血2＝0．0鍼  

MN／m2（＝0．098MPa）と約  

1／10にすればSIにかえられ  

ます。  
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